
定 例 記 者 懇 談 会 次 第 
 
令和６年１月29日(月) 午後１時15分 

牧之原市役所榛原庁舎５階 庁議室 

 

１ 開  会 

 

２ 市長説明 

◇ 能登半島地震への市職員の被災地支援派遣に係る活動状況等について ……… 資料１ 

◇ ＮＨＫ大河ドラマ「べらぼう」の取り組みについて ……… 資料なし 

◇ (1)義務教育学校施設整備基本構想・基本計画策定に伴う報告会の  

開催について 

◇ (2)女性の健康のための市民講座の開催についてについて 

◇ (3)「子ども第三の居場所」助成決定書授与式の開催について 

◇ (4)東京五輪女子サーフィン金メダリスト「カリッサ・ムーア選手」及び 

「ムーア・アロハ財団」の子どもたちの招聘について 

※(1)･(2)は、４情報

提供にて担当から

説明します。 

(3)･(4)は、資料無 

 

３ 質疑応答 

 

４ 報道提供 

◇ 義務教育学校施設整備基本構想・基本計画策定に伴う報告会の 
開催について 

……… 資料２ 

◇ 女性の健康のための市民講座の開催について ……… 資料３ 

◇ 若手職員による新たな職場紹介資料の作成について ……… 資料４ 

◇ 《県内初》県警による市職員へのサイバーセキュリティ講習の 
実施について 

……… 資料５ 

◇ 福祉防災講座「さ～！ぼうさい体験会！2024」の開催について ……… 資料６ 

◇ 第４回お茶はがきデザインコンテスト審査会の開催について ……… 資料７ 

◇ 「男（ひと）と女（ひと）のフォーラム」の開催について ……… 資料８ 

◇ 「蛭ケ谷の田遊び」「一幡神社の御榊神事」の開催について ……… 資料９ 

 

５ 懇  談 

 

６ 閉  会 

 

 

次回の記者懇談会 令和６年２月 21日（水）午後１時 15分～ 



            

定例記者懇談会 資料№１  

令和６年１月 29日 

総務部 総務課 

0548-23-0051 
 
  

能登半島地震への市職員の被災地支援派遣に係る活動状況等について 
                                                     

 

 

のと里山空港 

石川県穴水町の概要 

・人  口 7,890人 

・世  帯 3,288世帯 

・特産品 牡蠣、ナマコ、クロダイ、栗 

被害状況 

・人的被害  

  死  者 20 人 

負 傷 者 257人 
 

・住宅被害   

  全壊、半壊、一部損壊 

    合わせて 1,801棟 

避難所の開設状況 

・避難所 32箇所 

・避難者数 1,090人 

※1/28現在 



令和６年１月29日現在

派遣期間・場所 活動内容 活動報告

１/21(日)～１/29(月)

【石川県穴水町】

・他県の職員と合同で１班３人体制。
・調査は、NTTの被害認定調査システム
　や住宅地図を使用し、タブレット端末
　で被害を撮影しながら実施。
・班ごとにレンタカーで移動。
・被害家屋のほとんどが半壊か中半壊。
・傾きや屋根・壁面損壊のみで判定。
・調査件数は半日で５～10軒程度。

・現場指揮は被災地の職員が中心となってお
　り、被災地での経験は大変貴重である。
・罹災証明を心待ちにする住民が多く、迅速
　性を求められている。
・1/24降雪により被害調査が中止。雪により
　屋根など被害状況の把握が困難。調査の進
　捗も遅くなり、調査員の疲労も大きい。
・古い木造建築や基礎が脆弱な建物の被害が
　大きい一方、比較的新しい住宅は被害が小
　さく、耐震化の重要性を実感した。

支援項目

被害家屋認定調査

派遣人数

２名

派遣期間・場所 活動内容 活動報告

1/25(木)～2/1(木)

【石川県穴水町】

・日勤、夜勤、休憩の３つのシフトに分
　かれて、避難所運営を行う。
・12時間働いて24時間休むを繰り返すシ
　フトである。
・「のとふれあい文化センター」に
　配属。同センターには現在26名（ほぼ
　高齢者、高校生１名）が避難。
　（1/29朝時点）
・主な業務は、炊き出し補助や支援物資
　受入、仮設シャワーの器具の保守等。

・物資について、特段不足してはいないが、
　炊き出しに加えて、アルファ米やカップ麺
　等を食べてる方が多い。
・上下水道はまだ復旧していない。
　（1/29朝時点）
・積雪や土砂崩れにより道路状況が悪く、
　災害支援車両も多いため渋滞が多く発生
　している。
・避難所では、感染症が発生している。

支援項目

避難所支援

派遣人数

１名

現地状況（写真）

能登半島地震への市職員の被災地支援派遣に係る活動状況について

現地状況（写真）



派遣期間 活動内容 活動報告

【第１陣】
　1/26(金)～1/30(火)

【第２陣】
　1/29(月)～2/2(金)

　　 【石川県七尾市】

・市内の給水基地（４箇所）から、約50
　箇所の給水拠点（公共施設や病院、
　老人ホーム等）の受水槽・タンクへの
　補水。
・避難所となっている小学校のプールに
　生活用水、受水槽に飲料水という形で
　給水。
・前日の夜に翌日最初の給水ポイントの
　指示を受け、それ以降は本部の指示に
　従い、随時給水に向かう。

・七尾市役所の給水現場には50センチ程の陥
　没が発生している。
・海上保安庁の巡視船から補給を受けてい
　る。
・道路は除雪されているが、慣れない雪道で
　の給水車の走行には注意が必要。他の派遣
　団体では、自損事故も発生している。

支援項目・場所

給水支援

派遣人数

各２名

合計４名

【今後の派遣予定】 1/31(水)～2/7(水)（穴水町）　避難所支援　１名

未定　 保健師、栄養士　各１名

※上記以降についても、各支援項目（業務）につき派遣体制を準備済。

現地状況（写真）



 

 

義務教育学校施設整備基本構想・基本計画策定に伴う報告会の開催に 

ついて 

 

１ 牧之原市義務教育学校施設整備基本構想・基本計画について 

１月 25 日に「牧之原市義務教育学校施設整備基本構想・基本計画（以下「基本構

想・基本計画」という。）」が策定されました。 

 

（１）検討の経過等 

 市教育委員会では、市立 10 校の小中学校を再編し、相良地域・榛原地域に１校ず

つの施設一体型義務教育学校を設置するため、市民検討組織「新しい学校づくり検討

会」及び庁内検討組織「学校再編推進プロジェクトチーム」を令和４年度に立ち上げ

ました。 

この２つの検討組織を中心に、新しい学校施設のコンセプトや配置、エリア分け、

動線、地域開放と防犯など、設計につながる考え方を検討し、まとめたものが「基本

構想・基本計画」です。 

 

（２）基本構想・基本計画の概要 

 相良地域 榛原地域 

コンセプト 夢につながる みんなの学校 
地域と共に わくわく学び・体

験できる みんなの学校 

計画学級数 

児童生徒数 

小学校 18 学級、中学校 12 学

級、特別支援学級 10 学級 

（約 800 人規模） 

小学校 24 学級、中学校 15 学

級、特別支援学級 16 学級 

（約 1,200 人規模） 

計画敷地 
国道 473 号バイパス大沢イン

ターチェンジ北側周辺 
市立榛原中学校及び周辺 

開校予定年度 2033（令和 15）年度 2030（令和 12）年度 

特徴 

○ゆとりある広さで、廊下兼オープンスペースと可動間仕切

りにより活動範囲を柔軟に変更できるセミオープン型の普

通教室 

○雨でもうわぐつのまま活動できる半屋外空間 

○地域住民が入ることができる「地域開放エリア」 

○地域住民と一緒に活動できる花壇や農園  等 

 

（３）市民参加の機会 

基本構想・基本計画の策定にあたっては、検討会をはじめ、保護者アンケート及び

意見交換会、教職員ヒアリング、子どもワークショップ、高校生意見交換会、パブリ

ックコメントなどを実施し、多くの市民等の意見を取り入れました。 

 

   

定例記者懇談会 資料№２ 

令和６年１月 29 日 

教育文化部 学校再編推進室 

0548-53-2640 

裏面あり 



 

２ 報告会について 

この基本構想・基本計画の内容について広く市民と共有し、新しい学校施設の建築に

向けて市民と行政が共に学び、理解を深めることを目的に、次のとおり報告会を開催し

ます。 

 

（１）日時 

令和６年２月 17 日（土） 午後１時 30 分から午後４時 30 分まで 

（午後１時 開場・受付開始） 

 

（２）場所 

相良総合センター い～ら ホール 

 

（３）テーマ・内容 

  テーマ みんなでつくるミライの学び舎 

  内 容 基本構想・基本計画の説明／基調講演／パネルディスカッション 

 

（４）講師等 

① 講師 

倉斗 綾子 氏  千葉工業大学創造工学部デザイン科学科教授・博士（工学） 

② コーディネーター 

島田 桂吾 氏  静岡大学教育学部准教授 

③ パネリスト（５人） 

倉斗教授、橋本教育長、坪池芳子さん（CSD 代表）、大石将光さん（保護者代表）、 
北西泉美さん（教員代表） 

 

（５）対象 

自治会、保護者、教職員、市議会議員、教育委員、一般等 300 人程度 
 

（６）主催 

  新しい学校づくり検討会、牧之原市教育委員会 



※ 託児希望の方は同時に申し込めます。

内 容
基本構想・基本計画の説明 ／
基調講演 ／ パネルディスカッション

申込方法

問合せ

講 師

牧之原市義務教育学校施設整備

基本構想・基本計画 報告会

2 土
（13:00開場）

令和６年

倉斗 綾子 氏
（くらかず りょうこ）

千葉工業大学
創造工学部
デザイン科学科
教授

［会場］ 相良総合センター い～ら （牧之原市須々木140）

今年度、新しくつくる２つの義務教育学校の建築に向けた計画が策定されます。

「安心・安全」「居心地が良い」「夢につながる」「わくわくする」――。

新しい時代の学びが実現できる学校施設について、

一緒に考えてみませんか。



牧之原市では、市立小学校８校、中学校２校を対象として、新たに１年生から９年生までを一貫して育

むことができる「義務教育学校」を２校つくります。

基本構想・基本計画は、学校施設整備に必要なコンセプト、整備方針、施設計画、配置等の設計に係
る基本的な考え方を示すものです。

基本構想・基本計
画の検討経過等は
市ホームページで
ご覧いただけます

牧之原市義務教育学校施設整備基本構想・基本計画とは

【敷地】
国道４７３号バイパス
大沢インターチェンジ北側周辺

【敷地】
牧之原市立榛原中学校及び周辺

相良地域義務教育学校
開校目標年度 令和１５（2033）年度

榛原地域義務教育学校
開校目標年度 令和１2（2030）年度

［コンセプト］

夢につながる みんなの学校
ワタシをつくるスタートラインとして、教職員、

保護者、地域がみんなで子どもの主体性やここ

ろざしを育てることにより、子どもの夢の実現

につなげることができるような学校とする。

［コンセプト］

地域と共に わくわく学び・
体験できる みんなの学校
子どもがやりたいことにチャレンジできる環

境を整え、学びや体験、人とのつながりにより

子どものこころざしを育てる。

個性や多様性が尊重される中で、子どもが地

域の人たちと共に、楽しくわくわくするような

多様な学びや体験ができる学校とする。

ワタシをつくる
1 ワタシの居場所
２ ワタシが学ぶ

つながる
「人・学び・体験」
１ ９年間がつながる
２ 教職員がつながる
３ 地域や社会とつながる

ささえる
１ 安全と安心
２ 長期的な使用
３ 環境にやさしい

＜コンセプトと整備方針＞

施設ごとの整備

計画、相良・榛原

の地域別計画

等

［整備方針］



 

 

 女性の健康のための市民講座の開催について 

 

１ 目的 

健康日本 21（第三次）の新たな視点の一つに「女性の健康」が項目立てされ、ライ

フコースアプローチを踏まえた健康づくり、つまり性差に着目した取組が新しいポイ

ントで加わった。女性は平均寿命が長いが健康寿命との差が約 11年※あり、不健康期

間を縮小させる取組が必要である。 

女性が生涯を通じて健康で明るく、自分らしく日々を自立して過ごすためには、女

性が自らの健康に目を向け、自らが健康づくりを実践できることが必要である。また、

女性本人の思いだけでなく、家族やパートナー等取り巻く人々の十分な理解が必要で

あるため、市民全体で女性の健康を考える機会を設ける。 

※健康寿命：静岡県（令和元年）、平均寿命：牧之原市（令和２年）の差 

 当市では、「日本一女性にやさしいまちの推進」を重点戦略として掲げていること

から、令和５年７月に健康づくりの推進等に関する包括連携協定を締結した㈱大塚製

薬と連携し、講演会を実施する。今年度は、女性の健康週間（毎年 3/1～3/8）に合わ

せ、主に 40～50代の女性をターゲットにし、産婦人科医による３テーマで実施する。 

 

２ 日時 

令和６年３月２日（土） 午後１時 30分～午後３時 30分（開場：午後１時） 

 

３ 場所 

牧之原市相良総合センターい～ら 

 

４ 定員 

 500名 

 

５ 内容 

講演①「ワクチン接種による子宮頸がんの予防法」  

講師：浜松医科大学 産婦人科教授 伊東 宏晃先生 

 講演②「生理に関するトラブルの対処法」 

講師：聖隷健康サポートセンターShizuoka所長 鈴木 美香先生 

講演③「更年期とのつきあいかた」 

     講師：あかほりクリニック 院長 赤堀 太一先生 

 

６ 申込方法 

WEBもしくは FAX（24-1005）、健康推進課（23－0024）に電話する。 

定例記者懇談会 資料№３  

令和６年１月 29日 

健康推進部 健康推進課 

電話：0548-23-0024 
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若手職員による新たな職場紹介資料の作成について 

 

１ 資料概要 

  今年度入庁した 25 名の若手職員が、コロナ禍により従来からの職場交流が減少

していることを受け、職員間の情報交流を補うために、職場紹介資料を初めて作成

しました。 

  資料は、一般市民からのよくある問合せ（公共交通機関によるアクセス方法や業

務内容）に限らず、各課の雰囲気が伝わるように仕上げ、職員が異動した際にも活

用できるよう、長く使用できるハンドブックとしました。 

  巻末には観光マップを添え、観光訪問者の多い当市に合わせた工夫もしています。 

 ※次年度以降、更新により継続して使用していく 

  

２ 資料構成（全 64ページ） 

・市の基本データ（人口や予算規模、各庁舎へのアクセス方法） 

 ・市役所案内（庁舎ごとのフロアマップ、各課紹介） 

 ・観光マップ 

 

３ 過去作成資料 

・職員募集 PR資料（令和４年度採用職員作成） 

・職員募集 PR資料（令和３年度採用職員作成） 

 ※過去に作成した資料は継続して使用 

 

榛原庁舎 さざんか 相良庁舎 



 
 
 
 
 

 

県内初 県警による市職員へのサイバーセキュリティ講習の実施について 

 

１ 開催概要 

  インターネットを業務で活用する職員が、サイバー攻撃に対する知識を深

め、市の情報資産を守ることを目的に、静岡県警察サイバー犯罪対策課の職

員による講習を行います。 

 講習では、最近のサイバー犯罪の事例やコンピューターウィルスに関する

情報を学ぶほか、実機の操作を伴った体験型の演習を通じて、サイバー攻撃

に対処する能力を養成します。 

 なお、静岡県警察が市町の職員向けにサイバーセキュリティ講習を実施す

るのは初めての取組みとなります。 

 

２ 開催日時等 

  ・日 時  令和６年２月 13日（火） 午後２時から午後３時まで 

・場 所  牧之原市役所榛原庁舎 ４階会議室 

  

３ 出席者 

市職員約 30人 （各課職員１名ずつを想定） 

 

４ 講師 

  静岡県警察本部生活安全部サイバー犯罪対策課 

 

５ 予定講習内容 

 ～個人・組織におけるサイバーセキュリティ対策～ 

・最近のサイバー犯罪情勢 

・ランサムウェア感染デモ 

・情報漏洩事案 

・偽サイト、詐欺サイト 

 

 

 

 

定例記者懇談会 資料№５ 

令和６年１月 29日 

総務部 デジタル推進課 

電話 0548-23-0033 



静岡県庁でサイバーセキュリティ講習を実施した際の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

標的型メールのリンク先をクリックした際の画面イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

定例記者懇談会 資料№６ 

令和６年１月 29日 

福祉こども部 社会福祉課 

0548-23-0072  
 

福祉防災講座「さ～！ぼうさい体験会！2024」の開催について 

           
 

１ 実施目的 

  障がいのある人もない人も一緒に参加できる

体験型防災講座を実施し、個人、家庭において

備えるべきことを確認し合うとともに、障がい

への理解や要配慮者への避難支援のあり方を考

える機会とする。 

 

２ 実施日時・場所 

  令和６年２月 17日（土） 午後１時から午後４時まで 

牧之原市相良原子力防災センター サーボ （駐車場：相良総合センターい～ら） 

 

３ 実施内容（予定） 

  ①火災避難訓練（煙体験ハウス） 

②避難所設営訓練（避難スペース確保、段ボールベッド、簡易テント等設営） 

③避難所生活体験（非常持出品の確認、非常食試食） 

  ④サーボ施設見学（原子力災害における要配慮者避難、放射線防護施設見学） 

  ⑤防災講話 

 

４ 参加予定者 

  障がいのある人及びその家族、障がい福祉関係者、牧之原市障害者自立支援ネッ

トワークメンバー、市職員、公募市民等  50人程度 

 

５ 主催 

  牧之原市障害者自立支援ネットワーク 防災部会 

※障害者自立支援ネットワークとは 

 障がいのある人が抱える様々なニーズに対応するため、保健、医療、福祉、

教育、就労等の他分野、多職種によるネットワークを構築して、障がいがあっ

ても自分らしく暮らせる支援の方法などについて協議する会議体 

昨年度実施した体験会の様子 



定例記者懇談会 資料№７  

令和６年１月 29日 

産業経済部 お茶振興課 

0548-53-2621 

 

第４回お茶はがきデザインコンテスト審査会の開催について 
 

 

１．事業概要 

静岡牧之原茶の PR 事業として作品を募集していた「第４回お茶はがきデザインコ

ンテスト」の作品審査会を実施します。 

グランプリに選ばれた作品は、静岡牧之原茶ＰＲデザインとして牧之原市茶業振興

協議会で活用します。 

 

２．審査会 

日 時：令和６年２月 22日(木) 午後６時から午後８時まで 

会 場：牧之原市役所 相良庁舎３階第１・２会議室 

審査員：市長、静岡牧之原茶宣伝隊 

 

３．各賞 

〇募集テーマ「牧之原市の“ここ”が好き」 

【グランプリ及び隊長賞（準グランプリ） 各１作品】 

選出：最多得票の２作品を候補とし、市長の１票によりグランプリを決定する。 

【市内学校賞 各校１作品】 

対象：市内学校応募作品 

選出：審査員１名につき２作品に投票し、多数決により選定 

※作品数が２点の学校は１票のみの投票とする。 

１点の場合はこれを学校賞に選定する 

【チャーフィン賞 １作品】 

  対象：チャーフィンが描かれた作品 

  選出： 審査員１名につき１作品に投票し多数決により選定 

       

 ※参考：R4年度第３回応募総数 76作品 

 

４． 表彰式  

日 時：令和６年３月 17日（日）午前 10時から（１時間程度） 

 会 場：相良総合センターい～ら 

 

５．問い合わせ 

〒421-0592 静岡県牧之原市相良 275 牧之原市役所相良庁舎２階  

静岡牧之原茶宣伝隊 （事務局：牧之原市役所お茶振興課）  

  TEL：0548-53-2621 FAX：0548-52-3772 E-mail：sangyo@city.makinohara.shizuoka.jp 

 

mailto:sangyo@city.makinohara.shizuoka.jp


 

【お茶はがき】 

   はがきと同じ大きさのお茶の一煎パック。はがき同様に宛名やメッセージを 

記入して、切手を貼ればそのまま郵送することができます。 

 

 ＜参考：第３回グランプリ作品＞ 



 
 
 
 
 
 
 
 

「男（ひと）と女（ひと）のフォーラム」の開催について 
 
 
 
牧之原市女性団体連絡協議会は市内の５団体で組織されており、毎年牧之原

市教育員会の委託事業として「男（ひと）と女（ひと）のフォーラム」を、家庭

生活や地域社会の向上発展を図る目的で開催しています。今年度はフリーアナ

ウンサーの小沼みのりさんを講師にお招きし、講演していただきます。 

 
 

１ 開催日時 

令和６年２月 10日（土）午後１時 30分～午後３時 

 

２ 会場 

牧之原市相良総合センターい～ら ホール（牧之原市須々木 140） 

 

３ 対象者 

一般市民 300人（事前予約有・当日受付可） 

 

４ 実施内容 

演題：「言葉のプロが教える！差がつく日本語～あなたをキラキラに見せる

ために役立つ方法～」 

講師：フリーアナウンサー 小沼みのり氏 

内容：オフィシャルでもプライベートでも出会いの場に役立つ言葉、立ち

居振る舞いを、小沼みのりアナウンサーが自らの経験談も交えて語

ります。コミュニケーションの達人になるために実践した言葉の工

夫を皆さんにお伝えします。 

 

５ 主催 

牧之原市女性団体連絡協議会 

 

 

 

定例記者懇談会 資料№８ 

令和６年１月 29日 

教育文化部 社会教育課 

0548-53-2646 



https://logoform.jp/f/3JNSh


定例記者懇談会 資料№９ 

令和 6年 1月 29日 

教育文化部社会教育課 

0548-53-2625 

 

「蛭ケ谷の田遊び」「一幡神社の御榊神事」の開催について 
 

 

１ 趣旨 

国指定重要無形民俗文化財の「蛭ケ谷の田遊び」、県指定無形民俗文化財の「一幡

神社の御榊神事が開催されます。 
 

２ 概要 

◆ 蛭ケ谷の田遊び 

 日 時：令和６年２月 10日（土） 午後６時～ 

 場 所：蛭児神社（牧之原市蛭ケ谷１） 

  内 容：稲作の仕草を真似て豊作を祈願する民俗芸能。全 17演目のうち、太刀や 

木刀を振って祭りの場を清める前半の演目（「四方切り」）と、「田打ち」「田 

植え」「稲刈り」など稲作の様子を再現する後半の演目に分かれる。境内 

に焚かれたかがり火だけを照明に、語りと所作だけで行われる。 

 見 所：ほた引き 午後 6時 30分頃～ 

     四方切り 午後 7時頃～ 

     田打ち  午後 9時頃～ 

 

昨年の様子 四方切り「杵振り」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◆ 一幡神社の御榊神事 

 日 時：令和６年２月 10日（土） 午前８時～ 

         ２月 11日（日） 午前８時～ 

 場 所：一幡神社（牧之原市菅ケ谷 3786） 

  内 容：御神体の状態によってその年の吉凶を占う特殊神事。二十八名と呼ばれる 

特定の家だけが参加できる祭りで、「御榊様」という榊や藁、餅（アラレ） 

などでつくった御神体を一年間祀り、古例祭のときに開いて吉凶を判断す 

る。コロナ禍によって、令和２年度～４年度まで３年間、御榊様を神社ま 

で運ぶお立ち行列を中止していたが、今年度は復活することになった。 

 見 所：10日 御本飯搗き 午前 9時 45分頃～ 

        お立ち準備 午後 2時頃～ 

     11日  お立ち行列 午前 9時頃～ ※菅山公民館出発 

        古例祭   午前 10時頃～ 

        御榊様作り 午後 1時頃～ 

 

昨年の様子 御本飯搗き（栄登餅） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古例祭 
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